
夢の超電導線材も開発

昭和電線ケーブルシステム株式会社
（以下SWCCと略）は、大手電線メーカ
ーの一角を占める連結売上 1,600億
超、従業員数約5,800名を抱える昭和
電線ホールディングスの中核子会社で
ある。
SWCCは超電導技術、熱電変換素子、

無酸素銅製造など技術力に強みを持ち、
早くから環境に優しい電線の開発にも取
り組んでいる。
また、夢の技術として今後大いに期待

される超電導分野では、液体窒素使用の
超電導体で世界記録を2度樹立するな
ど、世界トップクラスの技術を誇る。

開発テーマの遅れに手が打てない！

    新製品開発は、技術開発センターが
担う主要業務である。新製品をいち早く
市場に投入するため、開発期間短縮の努
力はこれまでも行なってきた。
　しかし平均開発目標期間 6ヶ月に対
し、平均 2ヶ月程度遅れてしまうことが
常態化していた。

製造業（非鉄金属　電線製造）　技術開発部門における取り組み

新製品開発期間を平均25％短縮
～開発期間平均8ヶ月が6ヶ月に、そして更なる短縮へ～

昭和電線ケーブルシステム株式会社　技術開発センター

　「開発テーマの進捗が見えない、見え
ないので適切な手が打てない！」これは
当時、常務取締役長谷川センター長が発
していた言葉である。

平均25%の開発期間短縮に成功

それが 2010 年度下期現在どうだろ
う。以前と比べて開発テーマ数や技術的
難易度はほぼ変わらない中、常態化して
いた平均 2ヶ月間の遅延がゼロ。つまり
平均25%もの短縮に成功したのだ。
岡下マネージャーは、これまでの経験

上「絶対に遅れる」と見られていた開発
テーマも予定通りに終わるようになった
ことで成功への確信を得たという。
念のために付け加えると、外注の使

Ｒ＆Ｄ部門におけるプロジェクトは、技術的要因による遅延が大きく、スタッフの納期に対する意識は、品

質に比べ低くなりがちである。また、限られた人数で、長・短期の様々な開発テーマや事業部門の要請

に取り組まなければならない。顧客ニーズの多様化、競争の激化から、開発期間の短縮は、重要な経営課

題となっている。この課題に真正面から取り組み、大きな成果を導いた適用方法と経緯に迫る。
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用、残業時間の増加、他業務の削減など
の措置は一切行なっていない。

まず全開発テーマの
現状把握に着手

華々しい成果が一気に達成されたわ
けではない。
2008 年下期、技術開発センターの

リーダー以上の全スタッフに対し
CCPMの教育を行ない、全体の状況を
把握するためサーバー版を導入した。
さらに2009 年度は、遅延原因の入
力を徹底した。その結果、遅延原因とそ
の影響で遅れた日数・件数が事実とし
て把握でき、技術開発センターが直面す
る問題が浮き彫りになった。

（左から）岡下マネージャー、常務取締役
長谷川センター長、流杉現場リーダー、
箕輪マネージャー

遅延原因別パレート図（イメージ）
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これは改善せざるを得ない！

分析結果を見た長谷川センター長は
驚いた。遅延のトップ理由として『目標特
性が得られない』が、半年間の累積で、な
んと 600日以上もあったことが報告さ
れたからだ。
「これまでも感覚として分かってはい
たが、ここまで具体的に数字で見せられ
ると、はやり改善せざるを得ない」これが
長谷川センター長の率直な感想であっ
た。
とはいえ、『目標特性が得られない』こ

とは、原材料を混ぜ合わせる工程がある
R&D部門にとっては不可避の遅延理由
と思われていた。
また、これまでも実験計画法などの開
発手法を積極的に取り入れている。
それでも、 2010 年上期はこの R&D

特有ともいえる遅延理由に対し、徹底的
に検討を繰り返した。
その結果、技術的要因は依然として存

在するものの、スケジュール要因もかな
り多く存在することが明らかになってき
た。

躊躇と決断

1. 依頼試験（短期）と、開発テーマ
（長期）で共通のリソースが使われ、　       
目先の依頼作業が優先されがち
2. 依頼試験を含め同時実行中の作業
が多く、のべ作業待ち時間が長い

依頼試験は、納期が間近で発生を制
御することが難しい。開発テーマと依頼
試験の共通リソースで混雑が起きない
ためには、開発テーマの同時実行数を十
分な数に減らさなければならない。
開発テーマを同期させ、早すぎる開始

を防ぐ仕組みを構築する。

長谷川センター長は、一瞬躊躇した。
理屈ではわかる。テーマを絞りリソース
を集中させれば確かにそのテーマは早
く終わるだろう。しかし他のテーマが遅れ
るのではないか？早く始めれば早く終わ
るという“常識”が行く手を阻もうとし
た・・・。

しかし、他に良さそうな手は見つから
ない。ならば「3ヶ月様子を見て上手くい
かなければ元に戻そう。これなら最悪の
事態は回避できるであろう」センター長
は、期限付きで決断した。

更なる期間短縮へ

結果は前述の通りである。決断からわ
ずか3ヶ月後、センター長はこの方針を
今後も維持継続するため正式に採用し
た。　
この間、付随する様々な改善も適宜行
なってきた。
ただし、これは終わりではなく始まりで

ある。大きな前進ではあるが、継続的改
善の第一歩目を踏み出したにすぎない。
1つの大きな成果が、次の取り組みへ

の前向きな引き金になる。技術開発セン
ターでは2011年度から、スタッフの多
能工化、テーマ開始前の準備段階のプロ
セス標準化、製造部門との同期化に向け
た準備などを改善するための取り組みに
着手している。
技術開発センターは、着実に改善し続

ける組織へと変貌しつつある。
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開発テーマ間の同期化（イメージ図）

昭和電線ケーブルシステム株式会社

http://www.swcc.co.jp/cs/

● 所在地：東京都港区虎ノ門1丁目1番18号

● 設 立：2006年4月1日

● 資本金：10,000百万円（2011年3月31日現在）

● 従業員：単独: 約　700名

                連結: 約5,800名（2011年3月31日現在）

昭和電線グループの中核となる総合電線メーカーとして、社会基

盤を支える電力ケーブル、通信ケーブルからエンジニアリングま

での幅広い製品ラインナップを有する企業である。さらに、エコ

電線、電力用接続機器（ＳＩＣＯＮＥＸ）、超電導線材、熱電変換素子

など環境に配慮した製品、低炭素社会に貢献できる製品を積極

的に開発し、提供している。
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